
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行 ： ピースサポート協会 
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℡ ０２７‐2６５‐２２７７ 
ピースサポートは『心の平和支援』の願いをこめています

2012 年(平成 24 年) 5 月・第 2 号   

５月１２日（土）、大川小学校の遺族会の皆さまへ、まごころ支援をお届けしました！ 
大川小学校は、児童７０人と教職員９人が死亡し、現在も、児童４人と教職員１人が行方不明です。 
大川小学校の遺族会の武山会長さんへ訪ね、ピースサポートからの支援金と小林生子先生からの母の日の贈り物として、自筆

の絵手紙と般若経７０軒分一式を贈呈させていただきました。武山遺族会会長さんと大川小学校の富田教頭先生が迎えて下さり、

不思議なことにお会いしたところは、昨年 5 月に炊き出し支援をさせて頂いた飯野川第一小学校でした。 
武山会長さんは、「一年たった今でも行方不明の子供たちが５名、遺族同士が資金を出し合い、毎日捜索しています。 
全員が見つかるまでは続けます。その資金にさせて下さい。本当にありがとうございます」、と深々と頭を下げられてお受け取り

頂きました。一か月間の重機リース代４０万円、オペレーターと燃料代３０万円かかるようです。 
小林生子先生からは、花地蔵・般若経を直筆で書かれ７０名の遺族の方々へ贈呈されました。 

武山会長さんご自身も可愛いお子さん二人が犠牲になり、夫婦だけになってしまいました。住んでいた集落は全滅で、三分の一

の人が津波に流されて亡くなってしまいました。 
「私たちの地域の人は、悲しくて我が家を訪ねたくないという人がほとんどです。私も戻りたくありません」と涙ながらに話し

てくださいました。その中を、遺族会の会長として、毎日、ご遺体の捜索を続けておられるお気持ちを察すると、私には想像で

きないほどの悲しい思いを殺して、遺族のみなさまのために尽くされておられたのです。本当に頭が下がる思いでした。 
 

３月 11 日に石巻市ホールで大川小学校の一周忌法要が開催されました。 
５００人の参列者の前で、２児を亡くした遺族会の武山剛会長は冒頭、卒業や入学など心情的につらい時期を迎えることに触

れ「互いに寄り添い助け合い、泣きながらも苦しみながらも、懸命に生きていこうではありませんか」、と呼び掛けられました 
私たちはこれからも遺族会の皆さまを心から支援させていただきたいと思います。 
ピースサポート協会を支援される皆さん全員で、サポートしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

５月１２日（土）東松島市大曲浜で絵手紙教室が開催されました！ 
東松島市大曲浜地区の小野竹一自治会長さんの仮設住宅へ、絵手紙講師の小林生子先生他４名で 

絵手紙教室支援活動に行ってきました。 
小林先生は、避難所に住む人２００軒分の直筆した絵手紙を「母の日」に間に合うように書きあげて 

贈呈されました。小林先生の慈悲深いお心に感動します。 
仮設住宅の大曲浜地区の皆さんは、地域全体が津波の襲われ６００軒すべての住宅が壊滅し、 

今も３０人の方が行方不明です。そんな現実の中、私たちに明るく接してくださいました。 
東松島市大曲浜地区の様子は一年たっても津波にのまれた現状そのままでした。 
小林先生も熱心に絵手紙の指導をしてくださり、参加された皆さまも「いやーとても楽しかった。 

元気になりました。」と大変喜んでくださいました。私も皆さんの喜ぶ姿にとても感動し勇気をいただきました。 
 

３月１１日・東松島市の小野竹一さんへ訪ねました。（伊藤健太くんの家族は津波に・・・。） 
東松島市大曲地区は港の海岸に面して、津波で住宅街が全滅でした。今も大船が陸地に横たわり、小野さんの自宅も壊滅状態

でした。そんな中を、１２月９日に石巻被災地の案内をしてくださったのです。 

 小野さんは、現在 200 軒の仮設住宅の自治会長として地域の皆さんの為に活躍されておられます。 

小野さんの２県裏に住んでいた伊藤健人くん（17 才）一家は、お母さんと可愛い弟の律くん（5才）、祖父母が犠牲になってし

まいました。そして、健人くんは発心し、弟や犠牲になった人たちの為にと「青いこいのぼり」をインターネットで呼びかけて、

全国から沢山の支援により大曲地区の橋に「青いこいのぼり」掲げることができました。 

３月１１日２時４６分、学生の仲間たちと亡き家族・弟のため、そして復興のために太鼓の曲を堂々と演奏してくださいました。

<伊藤健人くん 17 才> 

幸い仙台にいた僕、体調を崩して病院にいた父、学校にいたすぐの弟は無事だった・・が、この津波で母、祖父母は未だ行方

不明。５才の弟は遺体となって見つかった・・・。 

地震後、必死に年老いた祖父母と幼い弟（律くん）を連れて津波から逃げた母、父との電話で話している最中通話が途切れた。

特徴が似ていると連絡があり、遺体安置所に行くとそこには冷たくなった弟の律が・・・ 

冷たくて動かないけど、その顔は本当に寝ているみたいだった。夢だよね？ これ覚めるんだよね？ 何度も自分に問いかけた。

まだ見つからない母や祖父母を探し、ガレキをいくつもいくつも避けても、変わらない時間だけが過ぎて行く、その風景の中で、

泥だらけの「青い鯉のぼり」が出てきた・・・。 

律は年の離れた可愛い伊藤家のアイドル！ やんちゃで、お母さんが大好きで一時も離れない甘えん坊。＜中略＞その時確か

に聞こえたんだ。「健人ちゃん！今年もお空に律の鯉のぼり高くあげてね」って・・・。 

僕は家の仕事もそっちのけで鯉のぼりを近くの川で洗い、母や祖父母達への思いも乗せ、次々と出てきた四匹の鯉のぼりを、家

が在ったあたりに空高く揚げた。「律！見えるか！」天高く揚げた鯉のぼりが喜んでるいかのように、風に乗って体をくねらせ泳

ぎ始めた。鯉のぼりは天に昇って竜になり、やがて伝説となる。青い鯉のぼりは、子供の鯉で家族のシンボル。青い鯉のぼりを、

弟の律や同じ東日本大震災で亡くなった子供たちの為に、地震や津波の心配のない、大空高く揚げるため、不用になった青い鯉

のぼりがありましたら、私たちの為に送ってください。私たちの街や人々の復興のシンボルとして、そして亡くなった子供たち

が寂しくないように沢山の青い鯉のぼりを空高く揚げたいと思います。 

＜お礼のご挨拶＞ 

ＮＰＯピースサポート協会は、昨年の８月３１日に発足して以来、多くの皆さま方のご協力を頂き、東北の被災地への支援を推進させて頂くことができました。 
震災から一年過ぎ、被災地の皆さんは、これからの方針すら立てられない状況です。 

福島原発事故により、放射能の汚染被害で多くの住民の方々が故郷に戻れないでいます。 

しかし被災地の皆さんは、「０からスタートというより、マイナスの状況です。考え込んでいては生きていけません。前を向いて生きていくのみです。」 

「命が助かっただけでもありがたいです。」と訴えられる言葉に、私自身の方が大きな勇気を与えて頂きました。 

津波によってすべてを無くしてしまった皆さまの現実を思うと、できるだけのことをさせて頂きたいという思いで一杯です。 

世界中の国々からも、「日本がんばれ！」と多くの義援金や真心の支援の声が寄せられました。 

今こそ国民同士が助け合って「必ず復興する！」そのことを現実化することが犠牲になられた多くの人々への供養となるのではないでしょうか。 

ＮＰＯピースサポート協会は、多くの市民の皆さんと共に日本そして世界に「助け合いの輪」を拡げて前進していきたいと思います。 

今後とも一層のご支援の程を心からお願いいたします。 

平成２４年５月   ＮＰＯ法人ピースサポート協会 理事長 久保田光明 拝 

大川小学校に祭られた慰霊碑 

私たちの支援に対し深々と頭下げて感

謝される遺族会武山会長さま、「すべて

の遺体が発見されるまで」と毎日遺体捜

索をして遺族の方の為に取り組んでお

られます。H24.5.12 飯野川小学校にて 

小林先生が贈られた般若経の絵手紙 

小林先生の楽しい絵手紙教室の様子

東松島市の大曲地区、小野家も津波に・ 

家族を亡くした伊藤健太君は仲間と共

に力強い太鼓の演奏をされました。 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
今世界は、１１億の人々は安全な水が飲めない、６億の人々は今日の食べ物がない  
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私たちは戦争のない世界の平和を願っています。 

多くの人の幸せのために支援の輪を拡げています。 
 
 

 

事務所 〒379-2143 群馬県前橋市新堀町 190 番地１ 

027-265-2277・携帯 090-1113-9200 

   Ｅ‐mail：kubota2511@yahoo.co.jp 

4 月 17～23 日、8名の勇士の皆さんと共に、カンボジア海外支援ツアーに行ってきました。この度は NPO 法人ピースサポート協会として

第 1回のカンボジア支援ツアーでした。 

目的は今まで 10 年間にわたり支援してきた学校訪問、そして孤児院への支援の在り方を話し合うことでした。 

カンボジア政府・最高議長のサイチョム大臣と 1時間半にわたり支援についての話し合いをさせていただきました。 

大臣からは「日本の皆さまから温かい支援をいただき心から感謝いたします。私も NPO ピースサポート協会さまと一緒に子供たちへの支援

を惜しみません。」との力強いお言葉をいただきました。 

 

＜学校訪問と交流＞ 

 今から 6年前に建設支援した Sさんのチュレイクラン村小学校、そして 2年前に建てられた A さんのトロピアンラペア村中学校を訪問し

ました。プノンペン都市から約８０㎞奥地にあるコンポンスプー州の村は、カンボジア国内でも最も貧困地域といわれています。 

カンボジア国は、4月 15 日までがお正月、学校が休暇にもかかわらず生徒たちや村の人々が大勢参加して迎えてくださいました。 

キオウリコン校長先生からは「この学校を建てていただいて、子供たちが 350 人も学校で勉強できるようになりました。今までは学校もな

くて子供たちは勉強できませんでした。」と感謝の言葉をいただきました。 

「私たち日本は、去年の 3 月 11 日に大地震と津波に襲われ、約２万人がなくなりました。カンボジアの皆さんからも日本へ義捐金を送っ

ていただきました。世界中の人々が助け合っていく時代が来たのです。」とお話したら村の人々は日本のことも知っていて下さり、「日本が

んばれ、ありがとう！」とエールを送ってくださいました。 

 

＜オクト孤児院の子供たちへの支援＞ 

7 年前から、カンボジア政府のサイチョム大臣とご縁をいただき「オクト孤児院」の子供たちへの支援が始まりました。孤児院園長のチ

ョムランさん夫婦はカンボジア国内の郊外で、親がいない幼い子供たちを引き取り単独で子供たちを育ててきました。現在は 115 人もの子

供たちを養って学校にも通わせ、今では就職して独立した子供が巣立ち、施設に残る大学生 6 人高校生が 5 人、中学生や小学生が 104 人と

なりました。 

食事は一か月で 1，8 トンのお米が必要です。この度もお米１トンを支援させていただきましたが、なんとか孤児院運営が自立して行くた

めにと思い、二日間続けて 3時間半にわたり話し合いをさせていただきました。 

孤児院としても、織物作業を進めて販売できるようにしていくことが決まりました。 

私たち、ピースサポートとしては、織物業への設備の支援、そして子供たちへの学費を援助する「里親教育支援」をさせていただくこと

が話し合われました。新たな経営方針が立てられて本当に有難いことでした。 

 

「里親教育支援」は一人当たり一年間、日本円で 40,000 円かかります。 

親のない子供たちの将来の為に、同じアジアの国カンボジアの平和の為に、日本の多くの皆さんと共に支えていきたいと思いました。 

今や、世界中が「助け合いの輪」を拡げる時代です。 

日本の多くの皆さまにお伝えして、善意の輪・「助け合いの輪」を拡げていきたいと思います。 

皆さん大きな希望を持ちましょう。 

私たちの善意のまごころ支援が、海外の子供たちへも届くのです。東日本の大震災も

世界中の国々から支援を寄せて頂いています。今や地球家族なのです。 

私たち日本人も、思いやりの心を行動に表す時なのです。 

ピースサポート協会は多くの皆さんと共に、思いやりあふれる家庭や社会を拡げ、東

日本の被災された方々や、海外の貧困生活に苦しむ子供たちへの支援を推進して行き

たいと願っています。どうぞ皆さん、一緒に平和支援のサポーターになりましょう。

そして生きがいある人生を歩みましょう。 

サイチョム大臣と今後の支援と交流の話し合い

小学校の子供達へ文房具をプレゼントしました

オクト孤児院へお米１㌧と文具を寄贈しました

 

世界人口７０億人５０年後、９３億人となる 

現在、１年間１１００万人死亡（５歳以下の幼児） 

    １日 約３万５千人死亡 

    ３秒間に１人死亡 

     子供達の死因は栄養不足により、肺炎、下痢、 

  失明、死亡となる 

世界の子供１０００人中の死亡率 

       アフガニスタン・・・２５７人 

       日本・・・・・・・・  ４人 

ビタミンＡのカプセル１個・・・・３ 円（１人６ヶ月分） 

３６億人の人は、トイレを使えない 

１１億人の人は、安全な水が飲めない 

１億３０００万の子供達は、学校に行けない 

２億５０００万の子供達は、働く子供 

３０万人の子供たちが兵士となって戦っている 

世界中に１億１０００万個の地雷が埋まっている 

カンボジア地雷は、数１００万個埋まっている 

               除去期間１００年かかる 
 

      （日本ユニセフ協会、その他の参考資料より）  
泥水を飲む子供達

 
 1910年 マケドニア（旧ユーゴスラビア）のアルバニア人家庭に生まれる。

18才でインドにわたり、カトリックの修道女になる。 

女子高の歴史、地理の教員、その後校長。 

1948年（37才）派遣伝道師の身分の除籍をローマ法王に申請。 

修道院の外に住んでスラムで働く許可 

1952 年、路上で死にそうになっている人を連れてきて、 

最期をみとる施設「死を待つ人々の家」を開設。 

1979年、ノーベル平和賞受賞 

1997.9.5（87才）死去 

カルカッタでの、ある晩のことです。マザーたちは路上で病人を見つけまし

た。その中の一人の女性が特に重症だったのですが、彼女の体は、虫や蛆に

覆われていたのです。 

＜マザーテレサの言葉＞ 
「思考に気をつけなさい、それはいつか言葉になるから。 
言葉に気をつけなさい、それはいつか行動になるから。 
行動に気をつけなさい、それはいつか習慣になるから。 
習慣に気をつけなさい、それはいつか性格になるから。 
性格に気をつけなさい、それはいつか運命になるから。」

「今朝、私は、この豊かな美しい国で孤独な人を見ました。この豊かな国の大きな心の貧困を

見ました。」 

「カルカッタやその他の土地に比べれば、貧しさの度合いは違います。また、日本には貧しい

人は少ないでしょう。」 

「でも、一人でもいたら、その人はなぜ倒れ、なぜ救われず、その人に日本人は手をさしのべ

ないのでしょうか。その人が飲んだくれだから！ でも、彼もわたしたちも兄弟です。本人はき

っと孤独でしょう。 みなから無視されての……。やけ酒かもしれません。」「私は、短い間しか

日本に滞在しないので手を貸してあげるのは、せんえつだと思い、何もしませんでしたが、も

し、女の人が路上に倒れていたらその場で、語りかけたり、助けていたと思います。 

豊かそうに見えるこの日本で、心の飢えはないでしょうか。だれからも必要とされず、だれか

らも愛されていないという心の貧しさ。物質的な貧しさに比べ、心の貧しさは深刻です。 

心の貧しさこそ、一切れのパンの飢えよりも、もっともっと貧しいことだと思います。 

日本のみなさん、豊かさの中で貧しさを忘れないでください。」「愛は家庭から始まります。 

まず家庭の中で不幸な人を救いなさい。両者が愛し合い、母親が家庭の中心となりなさい。

平和とうるおいの家庭が築けたら、隣人を愛しなさい。自分が、自分の家庭が、愛に満たされ

なければ隣人を愛せません                   (1981 年 4 月、初来日の際)。 

マザーテレサからの日本への提言（平和な心）

ＮＰＯピースサポート元気セミ

ナーが足利市民プラザにおいて、 
３月２５日に開催されました。 
まず活動報告として３月１１日

の石巻市の皆さんの状況を確認

し合い、平和への支援活動の素晴

らしさを学びあいました。 
また具体的な生活の課題につい

て、出し合い有意義な学習会が行

われました。 
午後には個人的な問題の相談会

が行われ、参加者の方々も新たな

勇気を掴んで帰られました。 

ﾋﾟｰｽｻﾎﾟｰﾄ元気セミナー（生涯学習会）が開催されました。 
5 月 2 日前橋 FM に放送されました 
５月２日、午前９：４９、ＦＭ放送ペポタイム～市民

活動しよう～のコーナーで、NPO ピースサポート協

会が取り組んできた「東北支援活動」や「カンボジア

海外支援活動」、そしてピースサポート元気セミナー

の「家庭教育の活動」などが放送されました。 
 

支援活動パネル展が開催されました。 
５月１日～１５日まで、前橋元気２１の３階、前橋市

民活動センターＰｅＰｏの会場で、ピースサポート協

会が支援活動をさせていただいてきた、石巻市被災地

の支援やカンボジア海外支援活動の記録写真のパネル

展示会が開かれました。 


